
赤
城
町
深
山
に
生
息
す

る
天
然
記
念
物
「
ヒ
メ
ギ
フ
チ

ョ
ウ
」
は
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し

て
い
ま
す
。
市
の
保
護
と
保
全

対
策
は
。
ま
た
、
南
雲
小
学
校

で
は
、
16
年
前
か
ら
食
草
の
ウ

ス
バ
サ
イ
シ
ン
を
植
え
た
り
ド

ン
グ
リ
を
育
て
苗
木
を
移
植
し

た
り
、
生
息
地
を
再
生
す
る
保

護
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
次

世
代
に
つ
な
げ
る
環
境
教
育
を

全
市
に
広
げ
る
考
え
は
。

「
ヒ
メ
ギ
フ

チ
ョ
ウ
保
護
管
理
計
画
」
に
基

づ
き
保
護
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
除
伐
や
下
草
刈
り

の
ほ
か
、
食
草
の
増
殖
な
ど
環

境
整
備
を
計
画
的
に
実
施
し
て

い
き
ま
す
。環

境
教
育
と
し
て
、

南
雲
小
学
校
の
取
り
組
み
を
全

市
的
に
広
め
て
い
く
こ
と
は
大

切
と
考
え
ま
す
。

歴
史
資
料
館
の
存
続
と
拡
充
を

歴
史
資
料
館
は
二
つ
あ

る
が
内
容
的
に
役
割
が
違
い
ま

す
。
赤
城
歴
史
資
料
館
は
、
考

古
か
ら
芸
能
、
民
具
ま
で
揃
い

県
内
外
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も

多
く
学
芸
員
研
修
の
必
須
の
場

所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
資
料
館

を
文
化
発
信
の
場
と
し
て
拡
充

と
Ｐ
Ｒ
の
考
え
は
。赤

城
・
北
橘

２
館
の
歴
史
資
料
館
の
役
割
を

特
化
し
て
運
営
す
る
な
ど
、
そ

の
あ
り
方
を
含
め
て
検
討
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

展
示
内
容
の
充
実
や

拡
充
、
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

補
聴
器
を
し
て
も
映
画

や
講
演
会
で
雑
音
が
混
ざ
り
聞

き
づ
ら
い
と
聞
き
ま
す
。
は
っ

き
り
音
声
が
聞
こ
え
る
磁
気
ル

ー
プ
シ
ス
テ
ム
導
入
の
考
え
は
。

先
進
地
の
状

況
と
有
効
性
に
つ
い
て
充
分
な

情
報
を
把
握
し
、
検
討
を
進
め

ま
す
。

過
去
十
数
回
、
各
議
員

か
ら
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
が
、

当
局
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

駅
周
辺
整
備
の
一

環
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。
整

備
を
進
め
る
に
は
様
々
な
問
題

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
動
向
を
見

極
め
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

平
成
11
年
以
降
、
線
路

の
東
側
に
67
軒
の
新
築
住
宅
が

で
き
た
。
住
民
要
望
が
強
い
歩

道
橋
設
置
の
時
期
と
考
え
る
が
。

周
辺
整
備
と
駅
を

核
と
し
た
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
て
い
く
中
で
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

市
道
中
村
大
久
保
線
沿
い
用
水

路
氾
濫
防
止
対
策
に
つ
い
て

半
田
セ
ー
ブ
オ
ン
西
の

用
水
路
は
枝
川
の
水
路
が
２
本

と
も
大
き
く
い
つ
も
道
路
が
冠

水
す
る
。
企
業
の
占
用
排
水
路

を
借
用
し
た
ら
ど
う
か
。

増
水
時
の
対
応
を

し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
冠
水

が
起
き
な
い
よ
う
対
策
を
検
討

し
ま
す
。
市
で
は
、
民
間
施
設

を
利
用
す
る
こ
と
は
、
基
本
的

に
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

渋
川
市
の
名
所
づ
く
り
・
山
車

蔵
建
設
に
つ
い
て

市
の
指
定
有
形
文
化
財

と
し
て
価
値
が
あ
る
山
車
を
一

つ
の
場
所
に
集
め
、
１
年
中
、

観
光
客
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
し

た
ら
ど
う
か
。

場
所
の
選
定

や
一
定
面
積
の
土
地
の
確
保
な

ど
の
ほ
か
多
く
の
課
題
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
々
の
山
車
を
地
域

に
置
か
ず
１
年
中
ま
と
め
て
展

示
す
る
に
は
、
自
治
会
や
氏
子

の
方
々
な
ど
関
係
地
域
全
体
の

充
分
な
理
解
を
得
て
か
ら
で
な

い
と
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

角
田
　
喜
和
　
議
員

ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
保
護
と

自
然
環
境
教
育
を
広
げ
よ

入
内
島
英
明
　
議
員

八
木
原
駅
東
西
連
絡
橋
の

設
置
に
つ
い
て

一 般 質 問一 般 質 問

ヒメギフチョウの産卵調査

周辺整備が課題の八木原駅

質
問

質
問

生
涯
学
習
部
長

教
育
長

生
涯
学
習
部
長

質
問

市
民
部
長

質
問

質
問

市
民
部
長

質
問

生
涯
学
習
部
長

質
問

農
政
部
長

商
工
観
光
部
長

教
育
長



深
山
・
長
井
小
川
田
地

区
の
排
水
処
理
施
設
は
。
供
用

開
始
の
時
期
は
い
つ
か
。

深
山
・
長
井
小
川

田
地
区
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン

プ
の
設
置
工
事
完
了
後
の
11
月

に
供
用
開
始
を
予
定
し
ま
す
。

津
久
田
駅
周
辺
の
狩
野

々
地
区
実
施
計
画
は
。

深
山
・
長
井
小
川

田
地
区
に
包
含
し
て
計
画
変
更

を
行
い
、
本
年
度
か
ら
事
業
着

手
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
ま

で
の
事
業
期
間
と
な
り
ま
す
。

宮
田
地
区
の
実
施
計
画

と
見
通
し
は
。宮

田
地
区
の
事
業

期
間
は
平
成
29
年
度
ま
で
、
隣

接
す
る
樽
地
区
の
汚
水
処
理
施

設
に
接
続
し
、
樽
地
区
と
統
合

し
た
処
理
区
と
な
り
ま
す
。
樽

地
区
の
汚
水
処
理
施
設
は
、
老

朽
化
が
進
行
し
て
い
る
た
め
改

修
と
併
せ
規
模
拡
大
を
行
い
ま

す
。

持
柏
木
地
区
の
進
捗
状

況
と
見
通
し
は
。

持
柏
木
地
区
は
市

の
農
業
集
落
排
水
事
業
計
画
で

最
後
の
未
採
択
地
区
と
な
り
ま

し
た
。
事
業
採
択
申
請
に
向
け
、

隣
接
す
る
既
存
施
設
の
有
効
活

用
を
図
る
た
め
、
隣
接
す
る
北

橘
地
区
に
順
次
説
明
を
行
っ
て

い
ま
す
。

事
業
完
了
３
地
区
の
管

渠
の
布
設
が
な
い
所
で
、
汚
水

処
理
の
需
要
が
生
じ
た
対
応
は
。

今
後
、
個
々
の
ケ

ー
ス
ご
と
に
地
域
に
適
し
た
対

応
を
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
、
農
業
集

落
排
水
等
の
市
全
体
の
汚
水
処

理
普
及
率
の
現
況
と
目
標
値
は
。

汚
水
処
理
普
及
率

は
平
成
23
年
度
末
で
78
・
02
％

で
す
。
目
標
値
は
平
成
30
年
度

末
の
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
を

90
％
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

予
算
の
編
成
内
容
と
施

策
事
業
の
検
証
と
評
価
は
。

一
般
財
源
枠
配
分

方
式
に
よ
り
、
各
部
長
が
事
業

の
検
証
・
評
価
を
行
っ
て
予
算

要
求
し
て
い
ま
す
。

小
野
上
中
学
校
屋
内
運

動
場
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
。

建
設
に
よ
り

コ
ス
ト
は
増
加
す
る
が
、
特
例

債
が
活
用
で
き
、
利
便
性
も
飛

躍
的
に
向
上
し
評
価
で
き
得
る
。

花
で
包
む
未
来
の
渋
川

推
進
事
業
に
つ
い
て
は
。

花
で
包
む
未
来
の

渋
川
を
実
現
す
る
た
め
に
様
々

な
主
体
が
協
働
し
、
地
域
間
交

流
を
深
め
な
が
ら
推
進
し
ま
す
。

防
災
無
線
デ
ジ
タ
ル
化

事
業
に
つ
い
て
は
。

防
災
情
報
等
の
迅

速
な
全
地
区
一
斉
放
送
・
難
聴

地
区
の
解
消
を
図
る
目
的
で
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

町
名
表
示
事
業
に
つ
い

て
は
。

自
治
会
の
協
力
と

住
所
変
更
費
用
や
手
続
き
に
つ

い
て
、
理
解
が
得
ら
れ
る
こ
と

を
前
提
に
事
業
化
し
た
も
の
で
す
。

（
仮
称
）
北
橘
運
動
場

整
備
事
業
の
経
過
、
提
案
策
定

者
、
事
業
の
使
用
目
的
、
地
元

説
明
会
、
協
議
の
方
法
、
施
設

の
公
平
性
、
入
札
方
法
、
施
設

赤
城
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
の

充
実
を

内
容
に
お
け
る
見
直
し
は
。

旧
北
橘
村
で

体
育
協
会
や
北
橘
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
か
ら
の
陳
情
を
受
け
計
画
さ

れ
、
合
併
後
規
模
を
５
ha
と
し

て
地
域
審
議
会
を
は
じ
め
関
係

者
・
団
体
へ
の
説
明
会
を
行
い
、

平
成
23
年
度
に
詳
細
設
計
を
行

い
ま
し
た
。
当
該
施
設
は
、
地

域
利
用
や
近
隣
中
学
校
部
活
動

対
応
を
含
め
た
市
全
体
の
社
会

体
育
施
設
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

見
直
し
は
、
地
域
審
議
会
等
の

協
議
経
過
を
含
め
一
定
の
条
件

の
中
で
一
部
可
能
と
考
え
ま
す
。

事
務
事
業
評
価
に
基
づ
く

予
算
編
成
と
施
策
事
業
に
つ
い
て

田
辺
　
寛
治
　
議
員

一 般 質 問一 般 質 問

狩
野
　
保
明
　
議
員

農業集落排水処理施設

（仮称）北橘運動場整備事業予定地

質
問

水
道
部
長

質
問

質
問

建
設
部
長

質
問

水
道
部
長

質
問

質
問

総
務
部
長

学
校
教
育
部
長

質
問

質
問

水
道
部
長

水
道
部
長

質
問

質
問

水
道
部
長

水
道
部
長

質
問

質
問

総
務
部
長

市
民
部
長

生
涯
学
習
部
長



総
合
計
画
（
平
成
22
年
）

の
中
で
平
成
29
年
の
目
標
人
口

を
概
ね
８
万
人
以
上
と
し
た
が
、

24
年
５
月
現
在
目
標
は
達
成
で

き
そ
う
か
。

平
成
23
年
度
末
現

在
、
総
合
計
画
の
目
標
人
口
を

約
２
０
０
人
下
回
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
策
等
の
各
種
施
策

を
推
進
し
、
目
標
を
達
成
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

国
の
少
子
化
に
対
す
る

政
策
と
し
て
子
育
て
支
援
対
策

臨
時
特
例
交
付
金
が
あ
る
が
、

北
橘
保
育
園
建
屋
改
築
事
業
は

そ
の
ひ
と
つ
か
。

平
成
23
年
度

に
子
育
て
支
援
対
策
臨
時
特
別

交
付
金
が
充
て
ら
れ
た
事
業
は

４
事
業
あ
り
、
北
橘
保
育
園
の

改
築
も
同
交
付
金
の
対
象
事
業

で
す
が
、
平
成
24
年
度
へ
の
繰

り
越
し
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

電
気
料
値
上
げ
（
税
の

負
担
増
）
や
夏
の
節
電
計
画
に

備
え
る
た
め
、
東
京
電
力
か
ら

特
定
規
模
電
気
事
業
者
へ
の
電

力
契
約
変
更
を
進
め
る
べ
き
と

思
う
が
。

東
京
電
力
よ
り
安

価
な
値
段
で
電
力
が
使
用
で
き

れ
ば
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
、
少
し
で
も
経
費
節
減
に
つ

な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

特
定
規
模
電
気
事
業
者
に
お
け

る
電
力
の
安
定
供
給
の
状
況
を

注
視
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

支
給
基
準
日
を
８
月
１

日
と
定
め
た
現
１
年
単
位
制
度

で
は
７
２
８
日
介
護
し
て
も
慰

労
金
が
も
ら
え
な
い
矛
盾
が
起

き
て
い
る
。
半
年
単
位
支
給
制

度
に
改
定
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

現
制
度
で
は
、

１
年
以
上
介
護
し
て
い
て
も
、

支
給
要
件
を
満
た
さ
な
い
事
例

が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

こ
の
解
消
方
法
の
検
討
を
行
い

ま
す
。

竹
林
整
備
事
業
の
成
果

と
、
副
産
物
で
あ
る
伐
採
し
た

竹
を
竹
チ
ッ
プ
、
竹
炭
と
し
て

利
用
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る

が
市
の
取
り
組
み
、
経
過
を
聞

き
た
い
。

竹
林
整
備
は
、
平

成
22
年
度
か
ら
始
め
平
成
23
年

度
末
に
は
８
・
４
ha
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
竹
や
ぶ
か
ら
生
じ

た
副
産
物
を
竹
炭
等
と
し
て
農

地
に
還
元
し
、
農
作
物
の
栽
培

に
利
用
し
て
い
ま
す
。

竹
炭
を
田
畑
に
入
れ
る

こ
と
で
作
物
の
成
長
が
促
進
さ

れ
、
お
い
し
い
米
や
野
菜
が
で

き
る
と
聞
い
て
い
る
が
。

竹
炭
や
竹
パ
ウ
ダ

ー
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
土
壌

改
良
材
や
堆
肥
と
し
て
効
果
が

あ
る
。
こ
れ
ら
を
有
効
利
用
す

る
こ
と
で
、
作
物
の
良
好
な
生

育
環
境
が
整
え
ら
れ
ま
す
。

竹
炭
を
利
用
し
た
米
、

渋
川
産
竹
炭
米
等
を
積
極
的
に

売
り
出
す
た
め
の
事
業
推
進
に
、

何
ら
か
の
支
援
、
補
助
等
の
考

え
は
あ
る
か
。農

産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
図
り
、
経
済
的
に
採
算

が
と
れ
る
よ
う
技
術
面
・
販
売

面
で
の
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

選
別
農
薬
農
法
確
立
と

は
。

人
に
優
し
い
農
薬

を
使
用
し
、
農
薬
散
布
を
必
要

最
小
限
に
止
め
、
安
心
安
全
な

農
産
物
を
生
産
す
る
こ
と
で
す
。

市
内
農
産
物
を
給
食
に

使
用
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

総
合
計
画
の

指
標
で
あ
る
地
場
産
品
使
用
率

を
47
・
５
％
に
設
定
し
、
積
極

的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

竹
炭
活
用
、
選
別
農
薬

農
法
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

人
に
優
し
い
渋
川
の
農

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
、

自
立
・
永
続
性
の
あ
る
農
業
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

今
井
　
五
郎
　
議
員

人
口
減
少
問
題
及
び

在
宅
介
護
制
度
に
つ
い
て

茂
木
　
弘
伸
　
議
員

竹
炭
の
活
用
と

選
別
農
薬
農
法
の
推
進
に
つ
い
て

一 般 質 問一 般 質 問

北橘保育園改築風景

利用が期待される竹炭

質
問

質
問

質
問

保
健
福
祉
部
長

企
画
部
長

市
民
部
長

質
問

農
政
部
長

質
問

農
政
部
長

質
問

質
問

質
問

質
問

農
政
部
長

農
政
部
長

学
校
教
育
部
長

質
問

市
長

保
健
福
祉
部
長


